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【旧約聖書日課】列王記下 4章18～37節 
18その子は大きくなったが、ある日刈り入れをする人々と共にいた父のところに行った

とき、19「頭が、頭が」と言った。父が従者に、「この子を母親のところに抱いて行って

くれ」と言ったので、20従者はその子を母親のところに抱いて行った。その子は母の膝の

上でじっとしていたが、昼ごろ死んでしまった。21彼女は上って行って神の人の寝台にそ

の子を横たえ、戸を閉めて出て来た。22それから夫を呼び、「従者一人と雌ろば一頭をわ

たしのために出してください。神の人のもとに急いで行って、すぐに戻って来ます」と言

った。23夫は、「どうして、今日その人のもとに行くのか。新月でも安息日でもないのに」

と言ったが、「行って参ります」と彼女は言い、24雌ろばに鞍を置き、従者に、「手綱を

引いて進んで行きなさい。わたしが命じないかぎり進むのをやめてはいけません」と命じ

た。25こうして彼女は出かけ、カルメル山にいる神の人のもとに来た。神の人は遠くから

彼女を見て、従者ゲハジに言った。「見よ、あのシュネムの婦人だ。26すぐに走って行っ

て彼女を迎え、『お変わりありませんか、御主人はお変わりありませんか。お子さんはお

変わりありませんか』と挨拶しなさい。」彼女は、「変わりはございません」と答えたが、
27山の上にいる神の人のもとに来て、その足にすがりついた。ゲハジは近寄って引き離そ

うとしたが、神の人は言った。「そのままにしておきなさい。彼女はひどく苦しんでいる。

主はそれをわたしに隠して知らされなかったのだ。」28すると彼女は言った。「わたしが

あなたに子供を求めたことがありましょうか。わたしを欺かないでくださいと申し上げた

ではありませんか。」29そこでエリシャはゲハジに命じた。「腰に帯を締め、わたしの杖

を手に持って行きなさい。だれかに会っても挨拶してはならない。まただれかが挨拶して

も答えてはならない。お前はわたしの杖をその子供の顔の上に置きなさい。」30その子供

の母親が、「主は生きておられ、あなた御自身も生きておられます。わたしは決してあな

たを離れません」と言ったので、エリシャは立ち上がり、彼女の後について行った。31ゲ

ハジは二人より先に行って、杖をその子供の顔の上に置いたが、声も出さず、何の反応も

示さなかったので、引き返してエリシャに会い、「子供は目を覚ましませんでした」と告

げた。32エリシャが家に着いてみると、彼の寝台に子供は死んで横たわっていた。33彼は

中に入って戸を閉じ、二人だけになって主に祈った。34そしてエリシャは寝台に上がって、

子供の上に伏し、自分の口を子供の口に、目を子供の目に、手を子供の手に重ねてかがみ

込むと、子供の体は暖かくなった。35彼は起き上がり、家の中をあちこち歩き回ってから、

再び寝台に上がって子供の上にかがみ込むと、子供は七回くしゃみをして目を開いた。36

エリシャはゲハジを呼び、「あのシュネムの婦人を呼びなさい」と言った。ゲハジに呼ば

れて彼女がエリシャのもとに来ると、エリシャは、「あなたの子を受け取りなさい」と言

った。37彼女は近づいてエリシャの足もとに身をかがめ、地にひれ伏し、自分の子供を受

け取って出て行った。 

【使徒書日課】ヤコブの手紙 5章13～16節 
13あなたがたの中で苦しんでいる人は、祈りなさい。喜んでいる人は、賛美の歌をうた

いなさい。14あなたがたの中で病気の人は、教会の長老を招いて、主の名によってオリー

ブ油を塗り、祈ってもらいなさい。15信仰に基づく祈りは、病人を救い、主がその人を起

き上がらせてくださいます。その人が罪を犯したのであれば、主が赦してくださいます。
16だから、主にいやしていただくために、罪を告白し合い、互いのために祈りなさい。正

しい人の祈りは、大きな力があり、効果をもたらします。 
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【福音書日課】マルコによる福音書 2章1～12節 

1数日後、イエスが再びカファルナウムに来られると、家におられることが知れ渡り、2

大勢の人が集まったので、戸口の辺りまですきまもないほどになった。イエスが御言葉を

語っておられると、3四人の男が中風の人を運んで来た。4しかし、群衆に阻まれて、イエ

スのもとに連れて行くことができなかったので、イエスがおられる辺りの屋根をはがして

穴をあけ、病人の寝ている床をつり降ろした。5イエスはその人たちの信仰を見て、中風

の人に、「子よ、あなたの罪は赦される」と言われた。6ところが、そこに律法学者が数

人座っていて、心の中であれこれと考えた。7「この人は、なぜこういうことを口にする

のか。神を冒涜している。神おひとりのほかに、いったいだれが、罪を赦すことができる

だろうか。」8イエスは、彼らが心の中で考えていることを、御自分の霊の力ですぐに知

って言われた。「なぜ、そんな考えを心に抱くのか。9中風の人に『あなたの罪は赦され

る』と言うのと、『起きて、床を担いで歩け』と言うのと、どちらが易しいか。10人の子

が地上で罪を赦す権威を持っていることを知らせよう。」そして、中風の人に言われた。

11「わたしはあなたに言う。起き上がり、床を担いで家に帰りなさい。」12その人は起き

上がり、すぐに床を担いで、皆の見ている前を出て行った。人々は皆驚き、「このような

ことは、今まで見たことがない」と言って、神を賛美した。 

主イエスのもとへ【こども説教のために】 

主イエスがいらっしゃるところには、いつでも大勢の人が集まって来まし

た。主イエスには、人々を惹き付ける力がおありだったのです。それだけで

なく、主イエスには、人と人を結びつける力もおありだったのでしょう。主

イエスがいらっしゃれば、大勢の者がひとつの家にいることもできたのです。 

皆が主イエスのいらっしゃる家に押しかけていたとき、独り自分の家に残

されている者がいました。「中風の人」と呼ばれています。身体が麻痺してい

て、自分の足で歩くことのできない人です。仕事もしておらず、家事もして

いなかったのでしょう。そういうことはしなくても許されていましたが、逆

に他の人からは放って置かれていたのかもしれません。ところが、人々が皆、

主イエスのいらっしゃる家に集まっていたとき、この中風の人のところにや

って来た男たちがいました。「四人の男」です。主イエスのいらっしゃる家か

ら抜け出してきたのかもしれません。きっと、思い出したのです、中風の人

のことを。「あいつのことも、連れて行こう」と。四人の男は、中風の人を床

に乗せたまま運びました。主イエスのいらっしゃる家がいっぱいで、入口か

ら入ることができないと分かると、屋根に上り、穴をあけて、中風の人をつ

り降ろしました。主イエスは、この人たちのことをご覧になられていました。

驚かれたかもしれませんが、止めはしませんでした。そこに、四人の男と中

風の人の「信仰」が見えたからです。彼らは、互いのことを思い、赦し合い、

共にいることを学び始めていました。主イエスがお教えくださったのです。 
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「子よ、あなたの罪は赦される」 

日曜日の朝、教会に皆さんをお迎えできることは、何と幸いなことかと思

います。いつでも礼拝堂の会衆席が埋まるわけではありません。年に幾度か

は礼拝堂に入り入れないほどの方が集まることもありますが、空席が目立つ

日も少なくありません。平均すれば、皆さんが程よい距離を保てるほどの人

数の方が、日曜日の集まりにお出でになられているように思います。 

わたしたちは、どこに行っても、人との物理的な距離が近い生活に慣らさ

れていますが、だからと言って、心理的な距離が近いわけではありません。

日曜日の礼拝に集まるわたしたちも、無意識のうちに互いの距離を取ろうと

するところがあります。物理的な距離を保つことによって、心理的な距離も

保とうとしているのです。たとえ教会の交わりであっても、お互いに踏み込

んではいけない領域というものがあります。触れてもらいたくないところが

あるのです。自分を守るために引いている境界線を、無闇に超えて来てほし

くないのです。その境界線は、お互いの信頼関係ができて初めて、少しずつ

取り除けられ、互いに踏み込んでよい領域が広げられて行くのです。 

主イエスがカファルナウムの町で過ごされた家には、大勢の人が集まり、

戸口の辺りまですきまもないほどになることがあったのです。四人の男が中

風の人を運んで来ても、入り口から入って奥の部屋の主イエスがいらっしゃ

るところまで連れて行くことは、到底できそうになかったのでしょう。彼ら

は、屋根に昇り、穴をあけてつるし降ろすという、驚くべき行動に出ました。

現代の家と違うとはいえ、それは常識外れのことだったでしょう。家の中に

は、大勢の人がいて、すし詰め状態なのです。そのただ中に、床に寝かせた

ままの病人をつり降ろしたのです。 

それは、中風の人が望んだことだったのでしょうか。望んだかもしれませ

んが、彼らに願ったことではなかったかもしれません。ただ、彼は、四人の

男に自分の身を委ねました。どうして、そうできたのかは分かりません。も

ともと友人たちだったのでしょうか。身内の者たちだったのでしょうか。け

れども、普段は、放って置かれていた身でした。病気で体に麻痺があり、起

き上がって自分の足で歩くことはできなかったのです。だからこそ、「中風の

人」と呼ばれています。ただの病人ではありません。「中風の人」なのです。

彼は放って置かれていたのです。距離が置かれていたのです。周囲の者は、

彼を放って置き、彼自身も周囲の者と距離を置いていたのでしょう。「中風の

人」とは、そのような状態を示唆する呼び方です。 

その彼が、自分の身を四人の男に委ねました。そして、彼らをご覧になら

れた主イエスは、そこに信仰を見て、言われたのです、「子よ、あなたの罪は

赦される」と。 
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「起きて…家に帰りなさい」 

わたしたちの礼拝では、初めの部分で「罪の告白」と「赦しの宣言」があ

ります。詩編の言葉を用いて共に「罪の告白」をし、主が赦してくださるこ

とを司式者が告げます。古くから教会が礼拝に取り入れ、大切にしてきたこ

とです。ただ「罪の告白」をして祈るだけではなく、そこで「主の赦し」が

あることを確かめます。それは、わたしたちが、一人ひとり主によって罪を

赦された者として、互いに受け入れ合うようになるためです。今日の「ヤコ

ブの手紙」は、まさに、そのことを教えているのでしょう。 

ある高名な牧師が、この「赦しの宣言」に否定的な考えを語られているの

を聞いたことがあります。「いったい、教会は、何の権威で人に罪の赦しを宣

言できるのか」と言うのです。その牧師は、もちろん、歴史的なことを踏ま

えて、そうおっしゃったのです。歴史的な教会で「赦しの秘跡」とか「懺悔」

と呼ばれる典礼が行われてきました。信者個人の犯した罪を聞き、司祭が赦

しを告げるのです。16世紀の宗教改革者は、この「罪の告白」と「赦しの宣

言」を、特別な典礼として位置づけることをやめたのです。もちろん、実際

には、教会の交わりの中でなされる営みとして、これを続けました。「ヤコブ

の手紙」が教える営みを、教会共同体の日常的な営みとして位置づけようと

したのです。そのような判断によって、礼拝の中で「罪の告白」と「赦しの

宣言」をすることもしなくなったプロテスタント教会が、少なくありません

でした。けれども、現代の主流のプロテスタント教会は、もう一度、この「罪

の告白」と「赦しの宣言」を、礼拝の中に取り戻してきました。これが教会

の大切な営みなのであれば、共同の礼拝の中にも位置づけられて然るべきだ

と、考えられるようになったからです。 

主イエスが、四人の男に担がれて連れて来られた中風の人に、「子よ、あな

たの罪は赦される」と告げられたとき、これを批判する者たちがいました。

「神を冒涜している。神おひとりのほかに、いったいだれが、罪を赦すこと

ができるだろうか」と。けれども、主は言われたのです、「子よ、あなたの罪

は赦される」と。いいえ、「あなたの罪は赦されている」と。彼らの「信仰」

をご覧になられていたからです。彼らが、互いの間に生じていた深い溝を超

えて、その罪を認め合って、互いに受け入れ合い、共にそこにいたからです。

信頼関係を築いていたからです。彼らを、そのような関係に至らせてくださ

ったのは、神なのです。主イエスは、そのようなお方、神を、彼らのもとに

もたらしてくださいました。いいえ、彼らを、神のもとにお連れくださいま

した。わたしたちを、神のもとにお連れくださっています。 

その一人ひとりに、主は言われるでしょう、「起き上がって、家に帰りなさ

い」と。赦され、癒された者として、わたしたちは、ここから出で行きます。 


